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1 . はじめに 

中等教育における 青少年の理科クラブ 活動、 課外活動の研究 作 " であ る、 Ⅱ小半生科学賞 (JSSA:Japan 

ScienceStudentAward) の 1 95 7 午から 1 996 年、 過よ 40 年間 笘 ， 1 5 1" を 分析した。 興味あ る 結 

果 が得られたので 報告する。 

2  .  日本学生科学賞 (JSSA  Japan  Science  S 加 dent  Award) について 

1 9 5 7 年、 第 - 日日本学生科学賞は " 若い科学者を 育びことを ロ 的として始まって 以来回を重ね、 本 

年第 4 2 回日本学生科学賞の 応募、 審査、 表彰が催されようとしている。 余目、 田、 公、 私立の中学、 高校 

生の科学の研究作品、 分野として、 物理、 化学、 生物、 地学の個人研究 作 ，、 共同研究作品を 対象としたコ 

ンテストであ る。 各都道府県ごとに 研究作品が ぅ けつけられ、 地方審査で 4 7 都道府県の代表となった 作品 

が 、 中央審査に集められる。 都道府県表彰、 中央表彰式が 催され、 商校の中央八 % 作 ，の中から、 国際学生 

科学技術博覧会 (lSEFlnternationalScienceandEnginee ㎡ ngFa りに派 遇 される。 

最近の都道府県への 応募作品数は 3, 00 0 弱で、 予選を通過した 2 0 0 件 余が 中央審査に参加し、 この 

中から 1 0 0 余が人賞、 入選している。 

中央審査で優秀と 認められた作品に 表 表 1  口本学生科学賞優秀賞 ( 中学、 高校 ) 

  に 示した賞が贈られる。 中学、 高校 各 

                  総計 1 0 6 点であ る。 入賞者に 内閣総理大臣 質 個人 1 点、 共同研究 1 点 

は 副賞として、 研究補助 費 5 万円が贈ら 文部大臣奨励賞 個人 1 点、 共同研究 1 点 

れる。 学校 賞 には 1 位 20 万円、 2 位 1  科学技術庁長官 賞 個人Ⅰ 点 、 共同研究 1 点、 

0 万円が贈られ、 以上人賞者在籍 校 、 2  環境庁長官 賞 個人 1 点、 共同研究 1 点 

6 校に副賞も贈られる。 
全日本科学教育振興委員会賞 1  ll@ Ⅰ 生ゴ Ⅹ 

ちなみに国際学生科学技術博覧会では 

Chemist Ⅳ First Award  of83000 ， Computer 

Sicnece/First  Award  of  83000 ， lnte@  Yong 

ScientisitScholarships840 ， 000  など多彩で 

あ る。 

読売新聞社賞 l  , 占 l 、 、 

読売理工学院 賞 1 点 

学校 賞 1 位 1 十交交 

学校 賞 2 位 1 小交交交 

  1 等質 8  ll@ 缶 

2 等質 1  2  , 庶 、 

3 等質 2  0  ， 点 、 
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3. 中学高校 則 日本学生科学賞入賞作品数の 推移 

4 0 年間 (1 9 5 7 一 1 9 9 6) の入賞作品、 総計 3 1 5 1 点 (1@1+ 交 1 、 5 8 4, 庶 、 中 " 治 1, 5 6 7, 点 ) 

の 推移を表 2 に示す。 近年、 中高の総数は 5 0 0 余りであ る。 

図 1 中学高校則 日本学生科学賞入賞作品数 00 推移   
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4  個人研究とバループ 研究 

研究 作日 口を個人と 2 人以上のバループ 研究にわけてみると、 男女の個人研究とバループ 研究との間に 著し 

い 差があ る。 とくにここ近年中学女子個人研究の 伸びが著しい。 

図 2  中学高校則・ 男女別の個人研究入賞作品数の 推移 
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5. 女子中高生と 科学研究 

研究参加作品のうち 女子の割合は 4 0 年間で 2    5 倍であ る。 この増加の内訳は 女子中学生の 割合が 2   

6 6 倍 女子高校生の 割合 2. 3 8 倍であ る。 女子学生の積極的な 科学研究取り 組みがみられる。 とくにこ 

の 1 0 午は女子中学生科学研究の 取り組みの増加が 著しい。 表 2 参照。 すでに 1 9 9 6 年には女子の 大学 進 

学 率が短期大学への 進学率を上回っているが、 今後、 4, 5 年のちに彼女等が、 大学に進学するにあ たっ 

て、 高等教育の面でも、 単なる量的な 拡大だけでなく、 質的な変化，専攻学科割合の 変化がみられるであ ろ 

  

表 2. 女子中高生の 過去 4 0 年間の科学研究の 取り組みの推移 ( 女子の割合 %) 
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図 3. 科目別分布 

地学 地学 
18.6% Ⅰ 9.0% 

46.8% 45.5% 

中学 高校 

    Ⅰ 匝 二 % 三田 - を 四至 : Ⅰを 亜     
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近年ロボットコンテストは 盛んで、 ロボットの研究作品があ るはずとおもわれるが、 3 1 5 1 作品のなか 

にはみあ たらなかった。 また、 かなりあ ってもよいとおもわれる 情報関係の課題の 研究作品は昭和 4 0 年 " 

電子計算機 " と昭和 4 1 年 " 工業計測分野における 磁気メモリー 装置の開発 " の 2 件だけであ る。 

7. 中学高校別の 環境関連研究作品の 推移 

1 9 9 1 午 、 第 3 5 回日本学生科学賞において、 環境長官 賞 がはじめて設けられた。 図 5 に示すよ う に 、 

1 9 9 1 年以来、 環境関連の課題の 研究作品は中学高校ともに 大きな伸びを 示している。 とくに男女別でみ 

ると、 中学男子の環境研究への 参加が著しいことを 示している。 参照図 6 。 

図 5  中学高校別の 環境関連研究作品の 推移 
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図 6  男女、 中学高校別の 環境関連研究作品の 推移 
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